
創開電子チェッカー取り扱い説明書 
チェッカー検査画面の構成 

 

 はメニューのModelで選択した機種名。 

 は検査の種類名。 

 は検査で OKになった数。  は検査で NGになった数。 

 は OK率。  は検査時間。 

 は判定表示、CKで検査中、OKで OK判定、NGで NG判定 

 はステップ番号  は検査項目 
 は各ステップの判定（OKか NGの表示） 
 は結果値  は上限値  は下限値  は補正値 

 
 
 



各メニューについて説明します。 

 
 
・ Model 

 機種の選択です。Modelをクリックすると選択できる機種名が表示されます。 
・ File→PassWord 

 パスワードを設定して各種の設定を編集できるようにします。 
・ File→DataSave 

 編集した設定をディスクへ保存します。 
・ File→Exit 

 チェッカーソフトを終了します。 
・ StepUP/StepStop 

 StepUPをクリックすると StepStop、StepStopをクリックすると StepUP表示に
なります。StepStopで各検査ステップの終了時に検査を中断します。 

・ NgEnd/NgPass 
 NgEndをクリックすると NgPass、NgPassをクリックすると NgEnd表示になり
ます。NgEndで検査が NGになったときに検査を終了します。NgPassで検査が
NGでも検査を続行します。 

・ Option→PringOut 
 検査画面の現在の表示状態をプリントアウトします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



各タブについて説明します。 
・ nc 

 タブ表示画面を隠します。 
・ Comm View 

 
 シリアル通信のモニターと通信テストを行うことが出来ます。 
 PCからの送信は茶色の表示でポート番号と送信文字を表示し、受信は緑色の表示
でポート番号と受信文字を表示します。上記の例では verと改行を送信したら、ま
ず CRコードのみ受信、次に 0.016と CRコード受信、次に CRコードのみ受信、
次に」と CRコード受信の４行受信になります。 

 改行はTerminate表示のアスキーコードで行います（13でCRコード）。Comm No.
が Comm All の時は通信のすべてのポートについて送受信を表示し、指定のポー
ト番号では指定のポートの表示のみになります。 

 直接手動で送受信を行うときは、Comm No.を指定の番号に変更してMenuのStep
を StepStop にすることにより直接の手動操作が出来ます。（事前に検査で通信速
度等の設定を実行されていることが必要です。） 

・ GPIB View 

 
 GPIBの送受信モニターです。 
 PCからの送信は茶色の表示で GPIBアドレスと送信文字を表示し、受信は緑表示
で GPIBアドレスと受信文字を表示します。 

 
 
 
 
 
 



・ I/O Monitor 

 

 I/Oの入出力状態の表示と、出力の On/Off制御を行うことが出来ます。 
 出力の制御は現在の出力番号をクリックして On/Off制御を行います。 
 Page upと Page Downは表示する I/Oの番号群を切り替えます（接続されていな
い I/O群に切り替えると動作が極端に鈍くなります） 

 
 
 
 
 
 
 
 



・ Data Graph 

 

 検査結果の統計をグラフ表示にすることが出来ます。横軸は上下限の値。縦軸は

上下限を１００分立して結果の値を当てはめたときの個数。 
 基本的な表示方法は表示したいステップの左側検査項目をクリックすると各設定

が Data Graphにコピーされて表示されます。 
 Result Dataは保存された結果データの保存日と機種名を選択します。 
 Step No.は検査のステップ番号です。その下に検査名が表示されます。 
 Highと Lowは画面に表示する上下限値です。 
 OKは上下限に入っている数。NGは上下限に入っていない数。 
 Resultは上下限を再設定した後に結果を反映表示するボタン。 
 Max Countは一番高いグラフの最大個数。 

 



・ NG Step 

 
 各ステップの NG数を表示します。 
 上部の No. Name NG Count タブをクリックするとソートが出来ます。No.は
番号順、Nameは名前順、NG Countは NGが多い順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



検査の編集について説明します 
・ このチェッカーは数種類の検査ブロックを登録してあり、各検査に対応した検査ブロッ

クを選択して各プロパティ(上下限などの値)を設定することによりあらゆる検査に対応
できるような仕組みで作られています。 
通常はプログラムの変更なしで検査ブロックとプロパティの変更のみで検査を作成し

ていきます。 
各検査ブロックとプロパティの設定については検査ブロック取り扱い説明書を参照く

ださい。 
・ プロパティの変更できる内容にはユーザー毎に制限を掛けられるようになっています。

後記“例”のプロパティが全表示なのですが、制限があるユーザーの場合 

 
のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



・ 例として一つ解説します。 
 まず初めに編集できるようにメニューの File→PassWord でパスワードを入力し
ます。 

 編集したいステップをクリックするとプロパティが表示されます。例として送信

電力測定を選びました。 

 
 Save ボタンは設定をメモリーへ保存します（最終でメニューの File→DataSave
でディスクへ保存しないと再立ち上げ時には反映しません） 

 Copyボタンはプロパティ全値をクリップボードへコピーします。 
 Paste ボタンはクリップボードの値を全プロパティ値に反映します。(Copy と

Paste は他のステップで同一検査ブロックに同じ値をコピーするのに使用します。
Pasteは同一検査ブロックだけに使用してください) 

 Checking Flagは検査をパスするかどうかの設定です。Trueまたは１を設定する
と検査を行い、Falseまたは０にすると検査をパスします。（Titleブロックに False
または０を設定すると次の Titleブロックまでの検査をパスします） 

 Checking Nameは検査項目に表示する検査名です。 
 Value Typeは０で１０進数による判定、１で１６進数による判定を行います。 
 High Levelは判定の上限値、Low Levelは判定の下限値です。 
 Correct Levelは結果に加算される補正値です。 
 Delay Timeはこの検査ブロックを実行する前のウエイト時間です。 
 GPIB Send Commandは GPIBの送信データです。 
 GPIB Send Valueは GPIBの送信データに付加する値です。 
 GPIB Read Commandは GPIBデータを取り込むための GPIBコマンドです。 
 GPIB Read Valueは GPIB Read Commandに付加するデータです。 
 GPIB Unitは受信データに乗算する値です(kHz単位で判定したいのにGPIB受信
が Hz単位で来るので結果に 0.001を掛け合わせるとｋHz単位になる) 

 Timeupは上下限の範囲に入らない場合の繰り返し時間。 


